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さわった点に注目し、こうした成功の背景をなすパトロンとの関係を分析した。この時期にアルテミジア
はナポリ副王を中心とするスペイン人サークルから一定の評価を得ていたことが、様々な状況から推察
される。筆者は、同時期のアルテミジアの最も重要な公的注文であるポッツォーリ大聖堂の装飾絵画連作
に注目し、この連作について詳細な分析を行なった。その結果、第一の成果としては、現在では大幅に変
更されてしまっている連作絵画の当初の配置を、同時代の史料に基づいて再構成に成功した。第二の成果
としては、アルテミジアが制作を担当した《円形闘技場の聖ヤヌアリウス》の図像の解釈を行ない、この
作品の構図的解決に当時のナポリとポッツォーリの政治的関係が色濃く反映されていることを示すこと
ができた。 
第三章では、ナポリの知的サークルとアルテミジアがどのような関係をもっていたかに関心が向けられ
ている。このトピックは、近年アメリカの研究者ジェシー・ロッカーによって特に研究が進められた分野
であるが、筆者はロッカーの研究成果を参考にしつつ、この時期の世俗主題の作品についていくつかの新
たな指摘を行なった。 
第四章では、副王の交代によってスペイン系パトロンの強いバックアップが期待できなくなった時期に、
アルテミジアが優雅な女性裸体像を得意分野として前面に打ち出し、多くのヴァージョンを個人のパト
ロンたちに販売することで画家としての成功を維持していた状況が分析されている。ちなみに本章と次
章では、近年公刊されたアルテミジアの書簡類が重要な材料となっており、日本ではまだほとんど紹介さ
れていないこれらの書簡類を、筆者は積極的に翻訳して紹介した。 
 第五章では、ナポリ時代にも依然としてアルテミジアの職業生活を支えていたフィレンツェ系ないし
トスカーナ系の人脈の問題が検討されている。もともとジェンティレスキ家はピサに出自をもつため、画
家アルテミジアは自らをトスカーナ人として対外的に示すことができた。本章では、画家がナポリにおけ
るトスカーナ人コミュニティと密接な関係をもちながら活動していたことが、新たに発見された史料も
交えて論じられている。 
以上のように本論文は、すでにかなりの蓄積のあるアルテミジア・ジェンティレスキ研究に基づきながら
も、相対的に研究の手薄であった後期の画業に焦点をあてて、その実態を可能な限り解明しようと試みた
ものである。筆者はオーソドックスな実証的史料研究、様式的・図像学的考察を基本としながらも、論文
全体を通じて、当時いまだ事例の多くない女性画家であるアルテミジア・ジェンティレスキがいかにして
画家として社会的に生き抜くことができたのか、という視点を保ち続けている。その結果、議論の多くの
部分を、画家の活動を支えたパトロンたちとの関係や同時代の文学サークルとの交流といった側面にあ
てる結果となっており、その点が本論文の大きな特徴となった。いくつかの点では、古文書調査に基づい
て新たな歴史史料を発見・紹介することに成功した部分もあり、これらは研究成果として高く評価するこ
とができる。 
もちろん、論述のゆきとどかなかった部分、考察が十分に尽くされていない部分がないわけではなく、た
とえば初期のローマ・フィレンツェ時代とナポリ時代の様式的差異の問題については、いまだ明確な知見
が示されているとはいいがたい。この点は、同時代の他の画家たちからの影響関係や、パトロンの多様な
趣味を考慮する必要のある複雑な問題ではあるが、アルテミジア・ジェンティレスキのナポリ時代を考え
る上で本質的な論点ではあるので、今後、考察を深めていってもらいたい点である。とはいえ本論文は、
これまで研究上の関心の薄かった後期の画業に対する一貫した関心と、いくつかの明確な新知見を提供し
た点で、アルテミジア研究に対する有効な貢献として十分な評価に値するものといえる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
